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h(x,)- sn~' (0<S≦l) (4)
4.結果と考察
ここでは 4個のスペク トルを用いて故障診断を行 う場合
を例 として示す.正 しい故障原因の診断に用いられるス
ペク トルの適合度はほぼ最大値に近いため,読 (4)の S
を 0.9とする.一方,誤った故障原因の診断に用いるスペ







能性が 0.6以下の部分 (図下部の自)を図 1に示す.図よ
り解るように,両者の境界におけるγとγの組み合わせを
用いることによって,これらの故障原因を可能性の差 0.2






i 4 3 2 1 4 3 2 1
htx,) 1 0.98 0.8 0.7蔑 0.98 0.65 0,63 0.33
g転) 0.22 0.ユ6 0.26 0.26 0.26 0,26 0.26 0.22
変更前 可能性-o十88tY-1) 可能性=0.66(7-I)
変更後 可能性-0.83(γエコ) 可能性-0,54 (7-2)
5.まとめ
回転機署故障診断システムの診断精度を向上させるた
めのファジイ測度のr及び重みの決定方法を示した･また
実際の故障診断に適用 した例を併せて示 した.今後はこ
れ らの値を解析的に決定する方法について検討する予定
で碩)る,
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